
子どもと読書講座 
中央図書館の各イベントの詳細は、

図書館ウェブサイトか館内掲示のポス

ター、チラシでご確認ください。 

公民館・コミュニティセンターの 

予定は、 

各施設へ 

お問合せ 

ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

今年も「こどもの読書週間（４月２３日（火）から５月１２日（日）」に合わせ、中央図書館、公民館・

コミュニティセンターの図書室では、「いちはらっ子読書フェスタ 2019」を開催します。子ども

たちが本に親しみ読書の楽しさを知ってもらえるよう、様々なイベントを行います。 

ゴールデンウィークはご家族そろってお近くの図書館、図書室へお越しください。 
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（「ドは読書のド♪」読書推進運動協議会 2019 年こどもの読書週間標語） 

15 時から 

定員 20 名 

15 時から 

児童室集合 

本のラベルを 

使ってビンゴを

完成させよう。 

上映時間 

1 回目 10 時から 

2 回目 14 時から 

直接会場へ 

 

上映時間 

1 回目 10 時半から 

2 回目 14 時から 

直接会場へ 

 

≪その他のイベント≫ 

◎「本だいす木～」 
 読んだ本の感想を、葉っぱのカードに書いて壁に

貼っていきます。たくさん読んで大きな木に育てま

しょう。 

◎「小中学校の児童・ 
生徒が作成した       」 

 おすすめの本の紹介等を書いた POP を本と一緒

に展示します。ぜひ借りて読んでみてください！ 

上映時間 

1 回目 10 時から 

2 回目 14 時から 

直接会場へ 

 

1３時から 

ＰＯＰ展 

児童室で 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方
が待っていま
す！本を読ん
でもらいまし
ょう！ 



  

 

 

 

 

・日本日経新聞記事データベース（日経テレコン２１） 

ビジネスに必要な情報を網羅した新聞・雑誌記事のデータベースサービスです。記事・企業・人事・

海外情報といったコンテンツや検索・通知機能、活用シーン等も詳しく紹介しています。 

・第一法規法情報総合データベース（D1-Law.com） 

法令約 2万 6千件、判例約 18万件。文献約 50万件の国内最大級の法情報インターネット ポータ

ルサイト。網羅性と信頼性を誇る 3つの基幹データベースを相互リンクで融合することで、1つのキー

ワードから法令・判例・文献の関連情報を連続的に入手可能です。 

シンプルで直感的な検索と、複雑な絞込み検索を融合した「高度な検索システム」により、膨大な情

報を効率的にもれなく収集します。官報も発行翌日には掲載されます。 

・朝日新聞記事データベース（聞蔵Ⅱビジュアル） 

朝日新聞の明治創刊号から今日まで日本の近現代を通して検索できます。 

記事の切り抜き・紙面イメージも見られます。雑誌、写真、現代用語、 

英文ニュースのデータベースも搭載しています。 

・医中誌Ｗｅｂ 

国内発行の、医学・歯学・薬学及び看護学・獣医学・公衆衛生学などの関連

分野の定期刊行物を網羅的に収集し、データベース化されています。 

・日経ＢＰ記事検索サービス公共図書館検索サービス公共図書館版 

国内外の新聞、雑誌や速報ニュース、ビジネス誌や調査レポートを幅広く収録、横断的に検索でき

ます。過去 30年にわたり蓄積した 1億本を超える記事データベースから、今すぐ必要な情報をピンポ

イントで探し出せます。 

・Ｗｅｂ ＯＹＡ―ｂｕｎｋｏ公共図書館版 

大宅壮一文庫の雑誌記事索引検索データベースです。明治時代から最新まで 539万件の雑誌記事索

引を収録しています。そして現在も新しい情報を日々追加し続けています。 

中央図書館では情報端末コーナーで暮らしに役立つオンラインデータベースを提供しています。

新聞記事や雑誌記事、法律から医学・農業関係のことまで幅広く網羅しています。提供しているデ

ータベースは以下のとおりです。詳しくはカウンターまでおたずねください。 

暮らしに役立つオンラインデータベースのご案内 

 

・ルーラル電子図書館 

農業技術、食文化や食品加工の記事を収録しています。 

・ＥＬＮＥＴ 

全国の約 100紙の新聞、50誌の雑誌記事を検索・閲覧できます。 

・官報情報検索サービス 

官報（本誌、号外、政府調達広告版、資料版、目録）が検索可能です。昭和 22年 5月 3日・日本国

憲法施行日以降~当日発行分（当日分は午前 8時 30分以降に公開）までの官報が検索できます。 



 

 

 
■展示期間 

 ２０１９年３月２９日（金）－ 

５月３０日（木） 

 開館時間中、閲覧自由   

＊2 階…水・金曜日は午後 5 時まで 

■開催場所 

 １階 郷土・行政資料展示コーナー 

「ふるさと市原に輝く人物コーナー」 

 ２階 展示ケース    

春日井梅鶯（ばいおう）（初代）は、本名・安

藤金作といい、明治３８（１９０５）年２月、

現在の市原市鶴舞に生まれ、春日井梅吉に入門。 

「赤城の子守唄」で大ヒットし、梅鶯の名を広

めました。その後、日本浪曲協会の会長を務め、

浪曲の発展に尽力しました。娘は２代目梅鶯と

して活躍し、同じく日本浪曲協会の会長を務め

ました。 

 今回の展示では、関連する本のほか、春日井

梅鶯に関する写真や色紙・レコード・カセット

テープ等を展示します。 

 

 

『房総古代道研究（三）』 

 

 

公共図書館のビジネス支援サービス 
    

図書館の“ビジネス支援サービス”と言っても、ピンとこない方は多いかもしれません。行政サービ

スでも経済部門の範疇じゃないの？と思われる方も多いと思います。実は、公立図書館においては、

わりと前（といっても１５～１６年くらい前）から、その役割と必要性について全国的に問われ始め

たサービスです。県内では、立命館大学教授の常世田良氏が浦安市立中央図書館長の時代に提唱され

たのが始まりです。それから、“図書館とビジネス”というそのテーマの親和性の違和感から、当時は全

国的に（あるいは全県的に）あまり広がりをみせなかったのですが、今年で８年が経過した東日本大

震災の経験を経て、改めて地域の絆の重要性が再認識され、地域の人づくり・まちづくりを担ってき

た社会教育の力に注目が集まってきました。この未曽有の大災害は多くの貴重な人命や住居を奪った

ことはもとより、様々なインフラを破壊し、被災地域の人々の生きていく術で、生きる力にもなる『仕

事』を奪いました。また、東日本大震災のみならず、平成の後半の時代は、日本列島の各地域が多く

の災害に見舞われました。そこで「仕事を転職せざるをえない。」また「新しい仕事を始めたい。」と

いう方々のため注目を集めたのが全国の公立図書館です。各自治体の担当部署も様々な政策や支援を

実施していますが、図書館という施設の来館のしやすさと、何より「起業や創業」「転職」に必要な情

報を図書館が持っているという理解が進み図書館への当該サービスのニーズが増えていきました。      

市原市立中央図書館も、ビジネス支援コーナーを設置し、関係する図書や雑誌、新聞やデータベース

などを揃え情報提供を行い、経済部門と連携しながら少しずつですが本サービスに努めております。

“ビジネス支援サービス”については、レファレンスカウンターでご相談を承っておりますので、是非

ご活用ください。【くわはら】 

『房総古代道研究』については、その創刊

号をすでに取り上げましたが、昨年十二月に

発刊された第三号では、古代道研究という書

名からは想像もつかない程広い分野から執筆

陣をそろえ、とても魅力的な記事であふれて

います。 

特に、文学作品という観点から寄稿されて

いる和田律子氏の「『更級日記』と平安時代

の上総国いちはら」は、郷土の中でこじんま

りと『更級日記』を眺めがちな私たちに、警

鐘を鳴らすものとなっています。また、同一

のテーマであっても、巻を重ねる毎に議論が

深められていく様子の伺えることも魅力的

で、研究会の活発な活動と、最新の情報の提

供に目が離せません。 

ふるさと市原を知る本 

出版者 房総古代道研究会 

 

（館内閲覧資料・場所等は 

 レファレンスカウンターに 

お尋ねください） 

浪曲師 

『春日井
か す が い

梅
ばい

鶯
おう

展』開催 

 



  

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
≪中央図書館利用案内≫         
 ★開館時間 午前 9時 30 分～午後 5 時     
※水・金曜日は１階第１フロア・第２フロアの
み午後 7時まで ただし、祝日の場合は除く 
※児童室・視聴覚コーナーは全日午後 5時まで 
★貸出冊数・貸出期間 
図書・雑誌 10冊まで 
視聴覚資料 2点までいずれも 2週間 

★休館日 毎週月曜日 
毎月平日最終日（月末図書整理日） 
特別整理期間（蔵書点検等） 
年末年始（12月 29 日～1月 3日） 
★初めてカードを作るには 
住所氏名の確認できるもの（運転免許
証等）をお持ちください。      

 

   

平成３１年１月１３日（日）に 

キャラバンカー（講談社）がたくさん

の児童書を積んでやってきました。 

大勢の親子連れに参加いただき、車

中で大好きな本を見つけて大喜びな子

や、夢中になって本を読んでいる子が

いました。キャラバンカー見学後のお

はなし会も大盛況でした。 

平成３１年２月１７日（日）に坂口美佳子先生の科学あそび講座を開催しま

した。「はーん？反射ってなんだろう～水の万華鏡をつくろう～」では、様々な

鏡を使って光の実験をしたり、粘性のある液体とビーズを使い 

水の万華鏡をつくりました。「紫外線ってなんだろう～UV 

チェックストラップをつくろう～」では、紫外線のことに 

ついて学びました。参加された親子は、みなそろって坂口 

先生の話を聞き、実験や工作を通して身近な科学にふれ、 

楽しい時間を過ごすことができましたと話してくれました。 

平成３１年２月８日（金）に開催された結城俊也先生による講座は

図書館の本を活用して、認知症を予防する講座でした。 

簡単な実演を交えるなど、生き生きとした講座が行われていまし

た。受講者の皆様からは講座後のアンケートにて「日々の暮らしに参

考にしたい」、「さっそく実践したい」などのお声をいただきました。 

 平成３１年３月２０日（水）に開催された文学講

座・特別講演会は数々の小説を執筆された大沢在昌

先生による「ミステリーと私」という内容で、貴重

な講座・講演会を開催することが出来ました。 

大沢在昌先生、多くの参加者の皆様により大変賑

わい、盛況に終わりました。 

天井耐震化等工事

が終了しました。ご

協力ありがとうござ

いました。工事に伴

い照明を LED ランプ

に変えて、より明る

くなり、本も読みや

すくなりま 

した。 

 

 

 

 

 

 


